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令和三年度・学校評価に関わる 

保護者・生徒・教員アンケート結果 
 

学校評価に関わるアンケートのご協力、大変ありがとうございました。いただいたア

ンケートを分析し、分析結果について学校関係者評価委員会の方々からもご意見をいた

だきました。それらの内容を令和４年度以降の教育活動に活かして参ります。 

 

今年度のアンケート数は生徒（３５７）、保護者（２５０）、教員（１８）でした。 

＊以下の数値は各質問項目の、④とても思う、③思うを合わせて％で表した数値です。 

また、分析及び今後の方向性や改善策を記載しています。 

 

学力向上（１）～（５） 

（１）落ち着いた雰囲気、環境の中で、授業が行われていると思いますか。 

 

（２）学校の授業を通じて、生徒に基礎・基本が身に付いていると思いますか。 

 

（３）ＩＣＴ機器を効果的に利用し、生徒の学習意欲が高まっていると思いますか。 

 

（４）道徳授業を通して生命を大切にする心や思いやりの心などが育っている思います

か。 

 

（５）補習や課題・ワークシートや質問の対応等を通じて、各教科の学力補充が行われ

ていると思いますか。 

 

○学力向上について 

・落ち着いた雰囲気や環境の中で生徒が学習に取り組んでいるという数値がやや低い事

が気になる。チャイム着席や授業のスムーズな開始、授業中の私語等を含め、生徒や教
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員の授業評価等の機会を通じて改善を進める。 

生徒には授業を通して基礎・基本が身に付いている意識はあるが、教員や保護者の数

値が低く、認識に差がある。生徒の興味、関心、学ぶ意欲を高め、教員側の工夫ととも

に、授業を大切にする生徒の意識をさらに高める。同時に生徒用タブレットを含めた ICT

機器の授業等での教員側の活用工夫を今後も進めていく。学校では学力補充についてさ

まざま方法で各教科とも取り組んでいる。授業後の休み時間、昼休み、放課後の部活動

前の時間等、時間を有効に活用して自ら学習を進める習慣等について助言し、時間を有

効利用して、小さな努力も積み重ねれば大きな力となることを生徒たちには認識させて

いきたい。 

 

健全育成（６）～（１１） 

（６）生徒は楽しい学校生活を送っていると思いますか。 

 

（７）学校生活を通じて、礼儀や言葉遣い、あいさつの習慣がしっかり身に付いている

と思いますか。 

 

（８）生徒の悩みや心配事は相談しやすい雰囲気ですか。 

 

（９）部活動が計画的に実施され、生徒の意欲を高めるものとなっていますか。 

 

（１０）学校の施設や設備、環境は、安全できれいだと思いますか。 

 

（１１）生徒会・委員会・係当番活動を通じて、生徒の自主性が育まれていると思いま

すか。 

 

○健全育成について 

・多くの生徒が学校生活を楽しいと感じている。保護者や教員の数値からもその実態が

理解できる。学校が楽しいことは素晴らしいことで嬉しい。また、生徒たちは大きな声

での挨拶等の生活習慣を身に付け、さらに、生徒会活動や諸活動、そして部活動を通じ

て主体的な取り組み姿勢や態度を育みながら学校生活を送っている。あいさつの習慣は

長い人生を歩む上でもぜひ大切にしてほしいコミュニケーションツールの１つであると、

今後も認識し続けてほしい。 
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生徒会・委員会・係当番活動を通じて、生徒の自主性が育まれていると、生徒、保護者、

教員が認識している。自治活動を通じて自らの生き方を模索し、今後もしっかりと学ば

せていきたい。 

学校の施設設備、環境等の整備は用務担当業者による尽力が大きい。しかし、それに

甘んじることなく、生徒の諸活動を通じて環境の美化に努めるという意識を生徒には強

くもたせていきたい。 

生徒の悩み等は心の奥底にある。それをいつでもしっかりと受け止められる学校側の

相談しやすい雰囲気や環境づくりを今後も視野に入れ、力を注ぐ。同時に学校と家庭の

連絡や連携を図り、協力しながら悩み相談等に対応していきたい。 

 

キャリア教育（１２）～（１５） 

（１２）運動会や合唱コンクールなどの学校行事を通じて、生徒の主体的な態度が育ま

れていると思いますか。 

 

（１３）進路学習は、生徒が将来を考えるきっかけとなっていますか。 

 

（１４）進路だより等を通じて、進路選択に関わる情報が学校から適切に提供されてい

ると思いますか。 

 

（１５）学校生活やセーフティー教室等を通して、生徒の規範意識や危機管理意識が育

まれていますか。 

 

○キャリア教育について 

・今年度コロナ禍の中であっても、運動会や合唱コンクールをさまざまな工夫を凝らし

ながら実施できたことは大変良かった。その成果が生徒・保護者・教員の数値にも表れ

ている。やはり日頃の学習と行事が上手く融合してこそ大きな成長の糧となることを改

めて実感した。 

進路だより「エール」等を通じてさまざまな進路選択に関する情報提供を学校として

行った事は効果的だったと考える。ただ、タイムリーで適切な機会という意味ではまだ

改善の余地がある。さらに充実を図る方向で考えたい。 

・キャリア教育・進路指導については貫井中学校の取組を体系化している。保護者や地

域の方々に３年間の学びのようすを今後も情報提供していく。同時に、各学年のキャリ

ア教育の内容については発達段階に応じたプログラムの見直し、改善を図っていく。 

今年度もコロナ禍により、職場体験学習を中止せざるを得なかった。やはり机上の学

びだけではなく、体験的な活動が伴ってこそのキャリア教育である。好意的に協力をい

ただいていた各事業所には改めてお礼申し上げたい。 
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開かれた学校づくり（１６）～（１７） 

（１６）学校だよりをはじめとするさまざまな通信、ホームページ等により、学校生活

のようすがわかりやすく伝えられていますか。 

 

（１７）学校公開、道徳授業地区公開講座、保護者会、三者面談等は、学校生活におけ

る生徒を知る機会となっていますか。 

 

○開かれた学校づくり 

・学校だより、学年だより、給食だより、保健だより、給食だより、学級通信、生活指

導だより、図書だより、その他、そして学校ホームページ等で情報の提供は多岐にわた

り、充実していると考える。そのようすが、生徒・保護者・教員の数値にも表れている。

今後も学校ホームページの充実やたよりを通じた情報の提供、そして各家庭と学校の結

びつきを強めていきたい。  

また、コロナ禍ではあるが、学校公開の際には可能な限り学校にご来校いただき、お

子さんのようすを参観頂ければと思います。 

学校公開、道徳授業地区公開講座、保護者会、三者面談等は、学校と保護者が生徒の

成長に関する情報を共有し、連携する機会にはなっていると数値に表れている。やはり、

適切な機会を通じて学校と家庭がしっかりと向き合い、連絡、相談、報告、意見交換、

確認という場を意識してもつことは必要です。今後もご協力を頂きたい。。 

 

（１８）小中一貫教育 

（１８）児童・生徒の交流（部活動見学、出前授業）を通じて、小中一貫教育が進めら

れていると思いますか。 

 

○小中一貫教育について 

・前年度はコロナ禍により部活動体験等、小中が連携した取組をほとんど実施すること

ができなかった。そのための「苦肉の策」として工夫したのが学校や中学校生活、部活

動の紹介や説明につながるＤＶＤの制作への取り組みでした。今年度も同様にＤＶＤの

制作に当たった。また、コロナ禍のため部活動体験見学を部活動見学のみとし、学校訪

問・見学と兼ね合わせて実施したことは前年度の反省に基づいたものである。時間差を

設け、各小学校に分散してご来校いただいたが、現状でできる取組、対応だったと考え

ている。 

 小中一貫教育研究グループ（連携校：貫井中・練馬二小・練馬三小）で各教科及び養

護教諭等で小中の課題共有シートの作成や、試行的な取組として中学校の出

前授業が実施できたことは連携の確かな前進につながったと考える。今後も

情報交換や交流を密にし、適切な課題共有シートの作成、出前授業等の実施

に取り組んでいく。同時に、今後も小中の連携のようすについて、小中一貫

教育だより等の作成、配付により情報の提供を行っていく。 
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